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Unit Questionとは何か?
Unit Questionとは、

ある単元の枠組みを与える広がりのある、
多面的な質問である。

Unit Questionは、

生徒が単元の本質に迫ることを

導くべきものである。

Page 15

Unit 
Question



© International Baccalaureate Organization 2010

MYPの学習評価の方法

評価規準（評価の観点）

数学

１ 知識と理解（８）
２ パターンの探究（８）
３ 数学におけるコミュニケーション（６）
４ 数学における振り返り（６）
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Formative
Assessment

Summative 
Assessment 

Determination of a 
final Grade

Awarding  of 
Levels

Tests / Summative 
Assessment Tasks 

Meaningful / 
Timely Feedback

Self 
Assessment

Peer 
Assessment

形成的評価 総括的評価

他の生徒による
評価

自己の評価

有意義かつ
タイムリーな
フィードバック

テスト／総括的な
評価課題

成績評価

最終的な成績の
確定

MYPの評価

Criterion referenced assessment 
評価規準に準拠した評価

目標に準拠した評価
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MYPの評価

公立中学校

評価の観点の数 ４～５

評価の観点ごとの成績 ABC
テストの満点 100点

学年末の教科目の成績 ５段階（５・４・３・２・１）

TGUISS
評価の観点の数 ３～６

評価の観点ごとの成績 満点は科目によって異なる（６～１６）

テストなどの評価課題の満点 観点ごとの満点

学期末の教科目の成績 ７段階（７・６・５・４・３・２・１）
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評価 評価の目安

Grade 1 目標の最低限の達成度。

Grade 2 全ての目標の大変限定的な達成度。
生徒は必要とされている知識とスキルを理解するのが困難であり、教師の支援があったとしても、それらの知識
とスキルを通常の状況において適用することが出来ない。

Grade 3 多くの目標の限定的な達成度、またはいくつかの領域における明らかな困難。
生徒は必要とされている知識とスキルに関する限定的な理解しか示さず、支援なしにはそれらの知識とスキルを
完全に適用出来ない。

Grade 4 生徒は必要とされている知識とスキルに関する全般的に良好な理解を示しており、通常の状況において、
その能力を効果的に適用することが出来る。
生徒の分析、統合、評価のスキルの足跡が時折見て取れる。

Grade 5 生徒は必要とされている知識とスキルに関する一貫して緻密な理解を示しており、様々な状況においてその能力
を適用することが出来る。
生徒の適切な場面における分析、統合、評価のスキルの足跡を概ね見てとれ、創造力と洞察力を垣間見ることが
出来る。

Grade 6 生徒は必要とされている知識とスキルに関する一貫して緻密な理解を示しており、幅広い様々な状況において
その能力を適用することが出来る。
生徒の適切な場面における分析、統合、評価のスキルの足跡を一貫して見てとれる。
生徒は創造力と洞察力を概ね発揮することが出来る。

Grade 7 生徒は必要とされている知識とスキルに関する一貫して緻密な理解を示しており、幅広い様々な状況において
その能力をほぼ完璧に適用することが出来る。
生徒の適切な場面における分析、統合、評価のスキルの足跡を一貫して見てとれる。
生徒は一貫して創造力と洞察力を発揮し、常に質の高い結果（課題、作品）を出している。

MYP７段階成績説明（評価の目安）
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MYPの評価

教科ガイドにMYP最終学年の目標が明記

目標は評価規準（評価の観点）に直結

最終学年より下の学年の目標は

学校ごとに学校の実情に合わせて設定する

入学時に生徒・保護者に冊子を配布

１）評価観点と満点一覧

２）７段階評価の目安

３）１年から４年の各教科各観点ごとの評価の目安
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ISS１ ISS２ ISS３ ISS４

0 以下の説明で記述されるいずれの基

準にも達しない。

以下の説明で記述されるいずれの基

準にも達しない。

以下の説明で記述されるいずれの基

準にも達しない。

以下の説明で記述されるいずれの基

準にも達しない。

1 - 2
馴染みのある文脈で、簡単な
問題解決をする際に演繹的に
推論しようとする

馴染みのある文脈で、簡単な
問題解決をする際に演繹的な
推論しようとする

馴染みのある文脈で、簡単な
問題解決をする際に演繹的な
推論しようとする

馴染みのある文脈で、簡単な
問題解決をする際に演繹的な
推論しようとする

3 - 4
馴染みのある文脈で、とても簡
単な問題解決をする際に演繹
的な推論が出来ることがある

馴染みのある文脈で、簡単な
問題解決をする際に演繹的な
推論が出来ることがある

馴染みのある文脈で、簡単な
問題解決をする際に適切な演
繹的な推論が出来ることがある

馴染みのある文脈で、簡単な
あるいは多少複雑な問題解決
をする際に適切な演繹的な推
論が出来ることがある

5 - 6
馴染みのある文脈で、多少複
雑な問題解決をする際に演繹
的な推論が概ね出来る

様々な馴染みのある文脈で、
多少複雑な問題解決をする際
に演繹的な推論が概ね出来る

様々な馴染みのある文脈で、
多少複雑な問題解決をする際
に適切な演繹的な推論が概ね
出来る

様々な馴染みのある文脈で、
挑戦しがいのある問題解決を
する際に適切な演繹的な推論
が概ね出来る

7 - 8
馴染みのある文脈で、多少複
雑な問題解決をする際に適切
な演繹的な推論が概ね出来る

様々な馴染みのある文脈で、
多少複雑な問題解決をする際
に適切な演繹的な推論が概ね
出来る

様々な馴染みのある文脈で、
挑戦しがいのある問題解決を
する際に一貫して適切な演繹
的な推論が概ね出来る

馴染みのない状況を含む、
様々な文脈で、挑戦しがいの
ある問題解決をする際に一貫し
て適切な演繹的な推論が出来
る

数学

規準 A　知識と理解
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MYP ７段階評価
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１年数学 ７段階成績

観点ごとの到達度の合計

成績換算表

合計点 7段階評価

０－４ １

５－８ ２

９－１２ ３

１３－１７ ４

１８－２１ ５

２２－２５ ６

２６－２８ ７
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観点ごとの到達度の合計

知識と理解 パターンの探究
数学における

コミュニケーション
数学における

振り返り８ ６ ６８

テスト 探究課題
レポート

問題解決課題
プレゼン

振り返り
シート

課題を生徒に説明する時、与える時に
評価の目安（ルーブリック）配布／提示する
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観点B
４年生

評価の目安

観点B
４年

この課題
評価の目安
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知識と理解 パターンの探究
数学における

コミュニケーション
数学における

振り返り８ ６ ６８

知識と理解
評価課題１

知識と理解
評価課題２

知識と理解
評価課題３

パターンの
探究

評価課題１

パターンの
探究

評価課題２

パターンの
探究

評価課題３

コミュニ
ケーション
評価課題１

コミュニ
ケーション
評価課題２

コミュニ
ケーション
評価課題３

振り返り
評価課題１

振り返り
評価課題２

振り返り
評価課題３

１学期
７段階

２学期
７段階

３学期
７段階

BEST FIT BEST FIT BEST FIT BEST FIT

年間
７段階

平均
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MYP評価におけるBest-fit

生徒氏名 満点
観点A
課題１

観点A
課題２

学期成績

大泉太郎 ８ ５ ６ ５

練馬花子 ８ １ ５ ５



教科別目標に沿った評価であり、教員の主観
的な判断ではない

学校全体で評価に取り組む

評価の統一化の時間を確保する

自己評価・生徒間評価を通して生涯学習者を
育成

詳細かつ明確な達成目標の基準を与える

MYPの評価


